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スマホを捨てれば子どもの偏差値は 10上がる 
｢ながら勉強｣が子どもに与える深刻な影響 

（東洋経済 ON LINE 2018 年 3 月 18 日） 

いまや多くの人の生活に欠かせない存在となったスマホ。スマホが子どもの脳に与える影響に関し、「脳トレ」ゲームを

開発した東北大学の川島隆太教授が、中学生 2万人以上を対象に調査を行いました。その調査からわかったのは、「スマ

ホを使用すると偏差値が 10下がる」という衝撃の事実でした。 

グラフは、宮城県仙台市の公立中学校に通う 2 万 2390 人が受けた数学の試験結果と、平日の家庭で

の学習時間の長さ、平日の携帯電話やスマートフォンの使用時間の関係を示したもの。 

家庭での勉強時間が同じでも、携帯・スマホを使用する時間

の長いほど成績が下がることがわかる。 

図をよく見ると、家庭で毎日 2 時間以上も勉強をしていて

も、携帯・スマホを 3 時間以上使用すると、携帯・スマホは使用

しない、かつほぼ勉強もしない生徒よりも成績が低くなってい

る。２時間を超える勉強の努力が消えてしまったことになる。 

さらに深刻なのは、ほぼ家庭で勉強をしない生徒達のデータで

ある。この生徒達は学校の授業でのみ勉強をしていることになる。

それが、携帯・スマホを 1時間以上使用すると、使用時間の長さに比

例して点数が低くなっている。携帯・スマホを使用したことによっ

て、学校で学んで得た記憶さえもが消えている可能性がある。 

 

プロジェクト開始当初（2010 年頃）は、テレビ視聴やゲームプレイが子ども達の学力に負の影響があることを詳

細に解析するための議論をしていた。しかし、青少年のテレビ離れやゲーム機離れが進んでいることを、産学連携

研究を通して知っていたため、代わりに台頭してきたタブレットやスマホ利用の影響を調査することになった、とい

う経緯がある。 

 

学力低下は睡眠時間が短いからではない 

 

スマホが学力を破壊する――。この原因として最初に考えたのは、睡眠時間の減少だった。携帯・スマホを長時

間操作していれば、当然、夜遅くまで起きていることになる。毎年行われている文部科学省の全国学力調査結果

から、睡眠時間の短い児童・生徒の学力が低いことがわかっている。また、睡眠不

足が細胞内でエネルギー産生を行っているミトコンドリアの機能を低下させるこ

とも科学技術振興機構「脳科学と教育」の班会議で報告され、学力低下の一因と

考えられている。 

そこで、2014 年度以降の調査では、平日の睡眠時間との関連も調査すること

にした。結論から言えば、睡眠の影響である可能性はほぼ否定された。十分に睡

眠をとっていようが、睡眠不足であろうが、スマホ等の使用時間が長ければ長いほ

ど成績が下がることが証明されてしまったのである。 

スマホのつきあい方が課題の 

依存症のアナタ、それでも勉

強中にまだ手放しませんか？ 



睡眠時間が 6 時間未満の生徒たちの成績は、スマホ等の使用時間によらず全般に低いことがわかる。寝不足が

学力を押し下げることは、紛れもない事実なのだ。加えて、睡眠時間の長さにかかわらず、スマホ等の使用時間が

長ければ長い生徒ほど成績が低いことが見て取れる。 

ここまでのデータで、スマホ等の使用による成績の低下は、学習時間とも睡眠時間とも直接は関係していない

ことがわかった。すなわち、スマホ等の使用が直接に成績に影響を与えている可能性が高いということだ。 

 

しかし、スマホ等を使用したから成績が下がったのではなく、もともと成績の低い生徒達はスマホへの親和性が

高いのではないかという恐れもある。 

そこで、匿名化を行ったうえで全ての児童・生徒の追跡調査を開始した。児童・生徒の個人情報は我々には開示

されないが、その子にいわば背番号を付ける方式で、生活習慣と学力の経年変化を追跡調査できるようにした。 

その結果、 

①スマホ等を使用しないと良い成績が向上していく 

②スマホ等を使用し続けると悪い成績がさらに悪くなる 

③スマホ等の使用を開始すると良かった成績が低下する 

④逆に使用を止めると成績が向上する 

以上 4 点が明らかになった。つまり、もともと成績の低い生徒達のスマホへの親和性が高いのではなく、スマホ等

を使用しているから学力が低下しているのだ。 

では、スマホ等の何が学力低下をきたしているのか。調べもの学習のための使用と、ゲームプレイや動画視聴では

影響が異なるであろう。そこでアンケート調査にスマホ等をどのような目的でどのくらい使用しているかの項目を

加えて解析を行った。 

結果の詳細は拙書「スマホが学力を破壊する」を参照されたいが、LINE に

代表されるインスタントメッセンジャーの使用が、最も学力低下の影

響が強いことがわかった。追跡調査結果でも、強い負の影響が証明さ

れた。 

2017 年度の最新データで 4 教科の平均偏差値を計算してみたところ、

LINE 等をまったく使わない群が 50.8 だったのに対し、1 時間未満の群は

50.2、同 1～2時間は 47.7、同 2～3時間は 45.1、同 3～4時間の群は 43.0、そ

して同 4時間以上は 40.6 となっていた。偏差値で 10 以上の差が出る結果

となったのだ。多少の勉強で偏差値を 10上げることは至難の業だ。 

 

「ながら勉強」の蔓延 

海外で行われた高校生や大学生を対象とした調査研究でも、インスタントメッセンジャーの使用時間が長い生徒

の学業成績が低い、教科書を読むときに注意散漫になりやすい、読解力が低い、など様々なネガティブな影響がた

くさん報告されている。 

こうした多くの論文では、勉強中にインスタントメッセンジャーを使うなど、何かをしながら同時にインスタントメ

ッセンジャーを利用する「マルチタスキング」が問題ではないかと議論されている。特に、テレビやラジオ、パソコン、

スマートフォンなど、複数のメディア機器を同時に利用する「メディア・マルチタスキング」のネガティブな影響に注目

が集まっていた。 

そこで我々もメディア・マルチタスキングの観点から調査結果を眺めてみると、なんと、スマホ等を所持している

7 割以上の中学生が、家庭で勉強中にスマホ等を操作していることが判明した。３割以上の生徒は学習中にゲーム

で遊んでいた。スマホ等を持ってしまったら、いけないと思っていても、勉強中にゲームで遊んでしまうのだ。そして、

メディア・マルチタスキングの学力への影響はシビアであった。 （『スマホが学力を破壊する』著者 川島隆太） 


